
第４回中郡中学校学校運営協議会 

令和７年２月１８日（火） 

14 時 00 分～16 時 00 分 

会議室 

＜次  第＞  

（  開催要件（過半数の出席）確認  ） 

１ 会長挨拶 

 

２ 校長挨拶 

 

３ 議長の選出 

 

４ 前回会議録の確認 

 

５ 熟議 

  (1) 学校関係者評価の実施 

①学校が自己評価の結果について説明（鈴木教務主任） 

※学校いじめ防止基本方針に基づく取組状況や目標達成状況を含む 

  ②学校の自己評価を受け、今後の改善策について評価（熟議）【学校関係者評価】 

 

 (2) 令和 7 年度の学校運営の基本方針の概要説明 

  ①学校が令和 7 年度の学校運営の基本方針について説明（髙橋校長） 

②学校の説明を受け、学校教育目標・目指す子供像・つけたい力・重点項目等が、 

実態を踏まえた方針となっているか熟議する。 

③承認を得る。 

 

 (3) 学校運営協議会の自己評価 

①事前にいただいた委員個々の意見をまとめたものをもとに、協議会としての結論 

を作成する。 

 

６ 連絡 

 (1) 夢育やらまいか CS 加算分の報告 

 

 (2) 協議会委員の継続・退任・後任について 

 

 (3) 卒業式・入学式のご案内 

 

 (4) 令和７年度の開催予定日 ※協議会は 14:00～16:00、13:20～13:55 は授業参観 

 

 

 

 

    ※委員の過半数の出席が必要です。ご予定の確認をお願いします。 

回 月 日 回 月 日 

１  ５月 １日（木） ２ ６月２６日（木） 

３ １１月２５日（火） ４ ２月１７日（火） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出席者＞ 

      

   

               

 

 

 

＜欠席者＞ 

 

 

＜学 校＞ 

 

 

 

 

 

＜オブザーバー＞ 

 

 

＜浜松市教育委員会＞ 

 

 

 

 

会 長 髙井  昭 副会長 本間 義章 

委 員 稲鶴 治夫 委 員 村木 富代 

委 員 川島 博美 委 員 河合 洋子 

委 員 小杉敬治郎 委 員 加藤 大詞 

委 員 杉本  泉 

校 長 髙橋  基 教 頭 川合 公孝 

教務主任 鈴木 彰弘 生徒指導主事 鈴木 祥紘 

CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 佐藤 彩乃   

積志協働センター 小池  誠 

教育総務課 清水  悠 

＜日 程＞  13:20～14:00 受付（教頭・佐藤） 

13:58～14:00  配付物の確認（教頭） 

           14:00～16:00 協議会 

 

＜配付物＞ ・実施授業一覧 

 

 ・レジュメ（本紙） 

 ・熟議のねらい・ゴール 

      ・第３回学校運営協議会会議録 

・学校評価報告書(案) 

・令和７年度グランドデザイン(案) 

・学校運営協議会自己評価表および各委員の評価 

・夢育やらまいか事業に対する意見書および収支決算書 

・学校運営協議会委員研修会について（お知らせ） 

 

・卒業式のご案内 

・入学式のご案内 

 

冊子になっています 



熟議のねらい・ゴール 

 

 

 

 

(1) 学校関係者評価の実施       ※結果を学校 HP に公開 

 ア 「何のために」話し合うか 

   この評価は、学校評価実施要項（４月５日付）に基づき「各学校が、自らの教育活

動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成に向け

た取組の適切さ等について評価することにより、学校として組織的・継続的な改善を

図るとともに、保護者・地域住民等から理解と参画を得て、学校・家庭・地域の連携

協力による学校づくりを進める」ため。 

イ 「どこまで」話し合うか 

   各種資料の検証や学校の諸活動の参観等を通じて、当該年度の学校が行った自己評

価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価することを基本とする。 

 

 

(2) 令和 7 年度の学校運営の基本方針の概要説明 

ア 「何のために」話し合うか 

  教育課程の編成及び学校経営に関する全体構想等、基本的な方針について協議会の

承認を得るため。 

イ 「どこまで」話し合うか 

学校教育目標・目指す子供像・つけたい力・重点項目等が、実態を踏まえた方針と 

なっているか熟議する。 

 

 

(3) 学校運営協議会の自己評価    ※結果を学校 HP に公開 

ア 「何のために」話し合うか 

   この評価は、学校運営協議会自己評価実施要項（４月２日付）に基づき「各協議会

が、自らの取組について、その取組内容や達成状況等について自己評価し、改善につ

なげることにより、保護者・地域住民等の対象学校の運営への参加を促進し、当該運

営の改善及び児童生徒の教育活動の充実を図る」ため。 

イ 「どこまで」話し合うか 

   必須の評価項目である４項目、各協議会で追加する項目について話し合う。 

 

 

ア 「何のために」話し合うか 

イ 「どこまで」話し合うか 

 


